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田中です。よろしくお願いいたします。
私は今日、「京都地域資料のアーカイブ構築」という
テーマでお話させていただきます。今回のシンポジウム
のテーマは「マイノリティ・アーカイブズ」ですが、私
の取り上げているものは直接的にそれに当たるものでは
ないということは最初にちょっとお断りしておきます。
ただ、私が調査している中でそれに該当するものが含ま
れた資料もいくつか見つかりつつあって、広く考えた時
に何か私たちの経験が役立かもしれないということで、
話題提供させていただきます。
お手元の資料はパワーポイントのシートと同じもの
で、随時見ていただきながら進めたいと思います（以下、
p①、②…は本稿末に挙げた ppt のシートナンバーを指
す）。
現在私は文学部の京都学専攻という、ちょっと変わっ
た名前の専攻に所属しています。地理学とか観光学の先
生方と一緒の地域研究学域に入っており、地域に出て活
躍する有用な人材を育てたいというのが我々の専攻の一
番重要な目的です。「どういう人が地域にとって有用な存
在なのか？」と考えた時に、その地域の文化や、多様な
住民がこれまで辿って来た歴史を知って、それを研究し
て広く伝えていく人材が育ってくるというのが、今の世
の中にとってとても大事なんじゃないかと思うんです
ね。
そういう目で京都の実態を見た時、現状の住民の生活
が分かるような資料は、本当に貴重なものが大変多いわ
けです。今回紹介する 3種類は、いずれも我々が関わら
なかったら消える運命にあった資料ばかりです。要する
にその価値付けができないままに地域に偶然残って来た
ものです。誰かが「それは価値がある」ということをはっ
きり言わない限り、無くなってしまうものなんですね。今
回私が入れて頂いたセクションに即して言えば、まさに
地域に根ざした資料を「つかう・いかす」に関わること
をやりたいと思って調査をし、アーカイブを作ることを
進めようとしているわけです。
p②「京都地域資料の収集と活用」をご覧下さい。「京
都地域、京都府の周辺を含む地域において、地域住民が

地域社会・文化の来歴や現状について『自ら語った』資
料、多彩な資料を広範に収集し、データベースを作成し
蓄積する。それを公開することで、地域に根ざした研究
や文化振興に寄与する」というのが最終的な目標であり
ますけれども、そう簡単にいくものではないんですね。そ
れで、これまでどういうものを資料として我々は見てき
たかですが、大学での授業や科研等に関わりながら調査
を行い、収集・整理してきました。
今日はそのうち三つを紹介します。まず「竹松家資料」

（p③～⑨）は、個人の半世紀にわたる新聞のスクラップ
集です。「こんなものが資料になるのか？」っていう考え
方は当然できるわけですけれども、少し話を進めると、価
値がお分かりいただけるんではないかと思います。
二つ目は「吉見敏夫氏の旧蔵資料」です（p⑩～⑯）。
京都市立小学校の教員だった方の資料ということになる
わけなんですけれども、これも偶然手に入れたものです。
三つ目が京都の教職員組合の所蔵資料（p⑰～⑲）、こ
れは 2万点ぐらいあります。併せて京丹後市峰山に本部
がある奥丹後地方教職員組合の所蔵資料も継続的に調
査・研究しています。教職員組合は事務所を持っており
まして、その倉庫に資料が蓄積していくわけですけれど
も、管理する人がほとんどいない状態がずっと続いてい
ます。結局整理されないまま、奥丹後地方教職員組合の
ほうは事務所の移転という問題とぶつかって、結局その
資料がどこに行くか分からないという危機的な状態にな
りました。そこで研究グループを組織し、現状の調査と
目録の作成を行った上で、京丹後市に移管しました。
その他、今回は時間の都合で充分紹介できませんが、京
都民科歴史部会という、創設以来 70 年の歴史がある学会
の所蔵資料の整理と目録の作成を行ったり、立命館大学
の日本史学研究室が所蔵している資料もあります。後者
の中で特に面白いのは敗戦直後から半世紀にわたって続
けられてきた「夏期日本史公開講座」という市民向け連
続講座の資料です。もしかしたら立命関係の方は覚えて
おられるかもしれません。夏休み中に学生が企画をして
1週間、日本史の各時代の研究者を呼んで公開講演会を
する企画を 1950 年代から 90 年代まで続けていた、まあ
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稀有な大学だったんですね。他にそんなことをやってい
る大学はたぶんないと思います。その記録がほぼまるま
る残っています。これも調査の対象になりました。
そして、京都市在住の 80 歳から 90 歳代の高齢の方の
戦争体験や、占領期の生活の聞き取りを京都学専攻の学
生や本学国際平和ミュージアムの学芸員とともにやって
おります。
これらは、一見するとほとんど共通点がないものだと
いうふうに言えると思いますけれども、実は京都という
場所の地域的な特性にすごく関わった資料群ではないか
と私は思っているんですね。これから事例を見ていただ
きながら、考えてみたいと思います。
まず（1）竹松家資料のデータベース作成について。竹
松家資料とは、立命館大学の地理学科出身の高校の先生、
長く大将軍地区に住んで居られた竹松定雄さんが、半世
紀にわたって膨大な新聞の切り抜きを独力でスクラップ
されたものです。実際の写真を見ていただきましょうか
（p⑤）。今、新聞資料の管理っていうのはすごく大きい
問題になってると思うんですね。特に、現代の資料を集
める機関においては量が多すぎて対応できないところが
多いと思います。この資料のすごくユニークなところは、
一人の方が 5、6紙ぐらいの新聞（全国紙や地方紙）を読
んで、京都関係の記事を切り抜いて、全部同じ大きさの
台紙に貼って、一定数に達したら製本するという地道な
作業をずっと半世紀続けてきた資料だということです。
こんなものは他では見たことがないですね。しかも面白
いのは、京都市だったら右京区分だけで 10 何冊、北区分
だけで 20 何冊という形で、区ごとに全部それを分けて整
理することをやっています。これはもう、明らかに一つ
の分類の思想に基づいた資料の整理の仕方ではないか
な、と思うんですね。
この資料には、竹松さんの地域調査の記録とか、旅行
先の写真アルバムとか、色んな記録も含まれます。2012
年に我々が専攻の学生と一緒に調査をして引き取ってき
て、件名目録を作ることを進めました。最初見た時、あ
まりの量の多さに驚いたんです。専攻の共同研究室に搬
入した際（p④）、「何だこれは？」と思いましたが、収
集者である竹松さんの視点から、地域ごとに記事が分類
されていて、歴史・考古・民俗・食・伝統・伝承などテー
マごとに分けてそれを見ることができる点が重要だと感
じました。長期連載のシリーズはそれだけで 1冊にまと
めるというように、非常に丁寧な残し方をされています。
竹松さんは長らく高校社会科の先生でしたから、「授業で
使おう」という意図もあってこういう整理の仕方をされ

たと思いますが、ご本人も奥様も亡くなった今は、どう
いう意図で収集・整理されたか直接伺うことはもう叶い
ません。
現在、京都学専攻の共同研究室の書架 4つ分に、本の
ようにして立てて並べることができるような形で製本さ
れた竹松家資料が置かれています。「京都地域に関して、
半世紀もの長期にわたり、複数の新聞記事を収集・分類
した一地域住民の手による一種の『京都百科』だ」とい
うふうに私たちは評価しました（p⑤）。ほかに類例がな
く、画像データが非常に豊富に含まれていることからも、
価値が高い。京都の街並みが戦後どのように変わって
いったかを知ることが出来る情報がたくさん含まれてい
ます。こういったものが京都学専攻の授業、あるいは研
究論文などでも利用される形で、徐々に活用され始めて
いますけれども、残念ながらまだ一般的に公開できては
おりません。その原因は、第一に整理が追いつかない、と
いうことです。「手が足りない」。これはアーカイブの抱
える大きな問題だと思います。
データベースの作成の手法は二通りで、一つは資料目
録を作ります（p⑥～）。冊・ページ単位で記事に通し番
号を振り、大小の見出しと写真の有無、写真キャプショ
ンを記録します。例えば古墳の発掘の時の記事が連日、切
り抜いて並べられている場合（p⑨）、掲載される写真か
らどんな風景が当時発掘現場の周辺にあったのかという
ことも確認することができるわけです。学生や院生がア
ルバイトという形で、この目録作りを継続的にやってお
りますけれども、それによってその学生や院生も、例え
ばその地域のさまざまな情報について、自分なりにアク
セスすることが可能になる。教育的な意味も少なからず
あるのかなと思っています。
データベース作成の二つ目の手法は画像スキャンです

（p⑧）。本学のアートリサーチセンターに協力していた
だいて、各ページをスキャンして精細な画像を作り、PDF
のデータを作ります。それによって、例えば p⑧の四角
い枠で囲まれているところに、例えば「町衆」だとか「古
墳」だとか「太秦」だとか語句や地名が出てきた場合、そ
れを画像検索で探すことができます。ただこれはあくま
で画像化したデータの、データベース化の作業であり、や
はり資料目録のほうで各記事の見出しや画像情報などの
詳しいデータがあって初めて、両方併せて検索が可能に
なります。そうした形で二つの作業を進めていく必要が
出てきています。立命のARCやデジタルアーカイブ研究
所に協力を依頼して、こういったものを 1枚 1枚確認し
つつ、撮影も進めているところです。これが一つ目の資
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料紹介になります。
次は（2）吉見敏夫さんの旧蔵資料の目録化です（p⑩）。

京都市の市立小学校の教員をされていた吉見さんが所蔵
していたと思われる、戦後京都の教育に関する資料群で、
全96点確認しています。この資料はたまたま古書市で私
が手に入れたもので、全部を無造作に丸めてビニール紐
でくくられた状態で売られていました（笑）。要するに保
管する意図があまりないものだったんです。物資不足
だった戦後すぐの時期からの藁半紙のプリント等が多
く、ボロボロ・ザラザラの紙質のものがたくさん含まれ
ており、多くはガリ版刷りで、要するに「それを価値が
あると見るか見ないか」っていうことで言えば、見られ
ないのが普通ではないか、そういう資料群でした。
でもこれを調べていくと、他にはなかなかないものが
多く含まれていることが分かりました。例えば、ラジオ
劇のシナリオ集と放送の予定表（p⑫）です。京都市で
は戦後に社会科や国語科の教育などに使う目的で、吉見
さんも含め現役の小学校の先生たちが脚本を書き、小学
校 4・5年生が登場人物を演じ、NHKで 15 分番組として
放送するラジオ劇があったということを、私はこの資料
を見て初めて知りました。実はこういうものは記録が殆
ど残っていません。たまたまこういう資料が古書として
売りに出されたので見つかった次第です。吉見さんを初
めとする戦後京都の教員の研究活動やラジオ劇運営の実
態などについては、もと市立小学校長の林弘子氏の聴き
取り調査も行いました（p⑬）。
このシナリオの内容を 1個 1個見ていくと大変面白い

んです。例えば、p⑫の左側に映っているのは京都の扇
子職人の家に行って伝統工芸の現状について聞き取りを
するストーリーになっています。京都の伝統文化である
とか、歴史であるとか、社会の変容といったものが、現
役の教員によってストーリー仕立てにされて、それを子
どもたちが実際に演じて、子どもたちが観るっていうこ
とをやっている。まさに京都の独特な教育のあり方だと
思いますが、同時に地域の住民がどんなふうに京都を見
ていたか、現状を考えていたかをよく表す資料になるの
ではないか、と思うわけです。
この資料に関しても、（1）同様に目録を作る作業を進
めました。全部で96点なので割に早く整理できたんです
けれども、その中に例えばこういった資料があります。一
つは敗戦直後の京都の社会の実態を表す資料として挙げ
られるもので、『昭和二十三年末 少年警察の活動実績』で
す（p⑮）。1948 年当時、まだ京都市警察の時代に集積さ
れた少年犯罪のデータをまとめた記録集です。こういう

ものは京都府立京都学・歴彩館などには所蔵されていな
いかと思ったのですが、どうも入っていない様で、これ
は非常にレアな資料だと思われるんですが、生々しい情
報がたくさん出てきます。どういう犯罪で、何歳ぐらい
の子どもがどんな罪を犯し、どういう処分を受けたのか。
その児童たちの家庭環境がどうなっていたのか、という
ような統計グラフなどです。こういうものを見ると、戦
後の早い時期、1948、9 年という時代に、京都において
もいわゆる浮浪児、親から離れて生活をするような子ど
もがたくさんいたということなど、色々な情報をこう
いった資料の中から読み取ることができます。
もう一つ、面白かったのは、「民主主義の歌」の楽譜で
す（p⑯）。「代議士さんは民主主義」というすごいタイ
トルで（笑）、今の政治家に聞かせたいようなそういう曲
です。これは資料群の中で一番古い資料で、1946 年に色
刷りで印刷され、広く配られていたことは興味深いです。
作者の出雲路よしかず（敬和）さんは戦後京都で活躍す
る歴史や京都文化の著名な研究家で、その方の若い頃の
作品だと分かります。貴重な資料だという目で見なけれ
ば、おそらく歴史を語る資料としては扱えなかったもの
が、まだ地域に沢山埋もれていることを実感できます。
もう発表時間がだいぶ来ていますので、（3）の資料紹
介を急ぎます。私と共に研究をしていたグループ（戦後
歴史学ワーキンググループ）が、京都の地域資料を集め
だしたのは 2005 年頃からで、その時の私たちの関心は
「国民的歴史学運動」と呼ばれる文化運動の痕跡を探すこ
とにありました。若手の研究者と一般の地域住民とが一
緒に地域の歴史を書こうという運動です。1952 年前後に
急激に盛り上がり、すぐに終わっていく中で、どんなふ
うにそれが地域社会の中に影響を残したのかということ
を知る目的で、色々な資料群を探す中、京都教職員組合
と奥丹後地方教職員組合の所蔵資料の存在を知り、調査
しました。そこで数万点に及ぶ膨大な資料がほぼ未整理
の状態で放置されていることを知り、資料目録作りに取
りかかった訳です。どんな資料があるのかについては、例
えば p⑱の目録を見ていただくと分かっていただけるか
と思います。右側に載っているのは、1953 年に起こった
「旭丘中学事件」、京都の戦後教育史において重大な事件
ですが、それに関わって処分された教員関係の資料が京
教組資料の中にまとまって入っています。旭丘中学校の
当時の学級日誌であるとか、あるいは当事者の裁判記録
であるとか、そういったものが、膨大に含まれます。
戦後京都の教育をめぐる行政と教職員組合との政治対
立が、この資料の背景にあります。この貴重な資料群が
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ほとんど活用されぬまま眠ってきたのは、やっぱりそう
いう政治情勢が影響していることを考えざるを得ません
でした。しかも教育史という枠組みだけで研究されてき
たので、地域社会の基礎資料という面は全く評価されず
に今に至っています。当時を知る元教職員は高齢化し、
次々亡くなっていくので、戦中・戦後の京都地域の教育
や生活の貴重な記録が失われつつあるという状況は、い
ま既に、また今後さらに深刻な問題となってくるだろう
と思います。
旭丘中学事件で処分される 3人の教員は当時から「ア
カ」という言い方で呼ばれ、教育現場から排除されまし
た。これが裁判沙汰になり、さらに子どもたちの分別授
業が展開されたことで、京都戦後の教育における政治対
立を表す典型的な事件だと理解されています。現在でも
「保守的な教育政策」対「革新的教育運動」というような
単純な図式で整理されることが非常に多い事件だと言え
ます。しかしながら興味深いのは、この資料群の中には、
地域住民の構成の差だとか、当時どんな雰囲気の中に生
徒や教員たちが置かれていたのかを示す素材がたくさん
含まれていることです。一例を挙げます。生徒会の会報
は我々の作った目録にも入っていますが、会報を集めた
『入道雲』という本が後になって刊行されました（p⑲）。
その中には例えば若手教員と西陣織の工場で働く労働者
との座談会の記録が出ており、父兄の「生活がたたなく
て、子どもたちが勉強できない」といったリアルな声も
収録されています。あるいは「1945 年の 8 月 15 日に何
をしていたか」というアンケートがあったり、1950 年代
の住民の地域社会への視線や歴史意識などを読み取りう
るような記事が数多く含まれていて、現在から見ればこ
れらも一種の「地誌」という形で評価することも充分可
能ではないかと思います。
今日申し上げたことを簡単にまとめます（p⑳）。竹松
家資料のデータベースに関しては、主に卒業論文の作成
等においてもう既に役に立ちつつあります。今後は目録
と画像データを完成して、デジタルアーカイブとしての
公開を目指します。現在調査中の他の資料に関しても、順
に整理しながらデータベースを作成していくことで、地
域資料の総合的なアーカイブとしての価値を新たに生み
出していこうと考えております。
残念ながら研究が遅れていると言わざるをえない、京
都地域資料の情報取集や調査・整理を進め、その成果を
ほかの研究機関とも共有しながら、地域の一般住民や学
生、研究者、教育者に広くフィードバックする仕組みを
作っていきたいと思っています。今一番必要なのは、た

ぶんその情報共有の仕組みを作ることではないか、そう
考える次第です。
最後ちょっと駆け足になりましたけれども、私の話題
提供はこのぐらいで終わります。
どうもありがとうございました。
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